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北大,阪大,名大,東大教養 と続いた特集もやや頑座の形です ｡ 皆さん研究

にお忙 しいこともあ りましょうし, これまでの出来 はえが見事であったので,

或は蒔賭 される向きもあるのではないかと思います O-編集部 としてほ何 とか皆

様方からの気軽な勧投稿を望 んでいるわけで,.一つ見事でない方の見本 も作 ろ

うというので,われわれで京大嘩集 を試みました ｡

それに しても研究室だよりだけをまとめたのでは余 りに芸がなさすぎると思

っていた所 ,アイディアマ ンの西川さんが,素粒子のお歴々か ら物 塵 の先生方

に質問を出してもらうとい うグループ対談形式の座談会秦 を出され ましたO湯

川先生方 をダVに して物性 の先生方のつるし上げをしようとい う下心かど うか

は判 りませんがO

折 しも総長速挙 の目やyil月 12日に回 -てきました o tの日は講師以上 日

曜 日に登学.して,第 1次,I2次,5次 と投票 をくり返す ことにな っていますo

この機会 を捉えてお忙 しい先生方に基研 まで梅足労を慮い,座談会 を開きまし

た｡ 時間 の不足 と,司会の不手標もあ って,梅に物性 の未来について生物軸係

以外の問題が話され足 りなか ったようです O また物性の先生方か ら物性の蔑状

について, も.､つと突 っ込ん経論を引き出すべきであ った とも思われます O

それは とにかくこの座級会 を権に して,また若手で座談会を詞 くとか開かぬ

とかいう話もありま′した0､もしこれが このような話 し合いの場の糸 uにでもな

れば大変有産い･Jと思いますO商,御出席の先生方 と鼻音再生 とまと4.に努力 さ

れた方々に感謝 します ｡

編集部員を代表 して

桧 田 博 軌
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